
BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる建築物の運用・維持管理等を含めた
総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2023年で64回を数えました。

《日建連表彰2023 第64回BCS賞受賞作品》　WITH HARAJUKU／Entô ／大阪梅田ツインタワーズ・サウス、及び周辺公共施設整備／大阪大学箕面キャン
パス　外国学研究講義棟／京都市美術館（京都市京セラ美術館）／シェルターインクルーシブプレイス　コパル／渋谷 パルコ・ヒューリックビル／清水建設北陸支
店新社屋／新宮市文化複合施設（丹鶴ホール）／那覇文化芸術劇場 なはーと／日本女子大学目白キャンパス再整備／Port Plus ／丸紅ビル／ミチノテラス豊洲／
早稲田大学本庄高等学院体育館
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取
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史
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1. ピロティとエントランスホール
2. 2階研修室
3. 外周部に緑化テラスを設けた8階研修室

選
定
理
由

詳細や他の写真などは
左記の二次元コードから
Webページに
アクセスしてご覧ください。

Port Plus　概要

● 所在地　神奈川県横浜市中区弁天通2-22
● 建築主　㈱大林組
● 設計者　㈱大林組
● 施工者　㈱大林組
● 竣工日　2022年3月15日

● 敷地面積　563㎡
● 建築面積　398㎡
● 延床面積　3,503㎡

● 階数　地上11階、地下1階
● 構造　地上：木造、地下：鉄筋コンクリート造
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